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池
島
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

が
十
一
月
二
十
三
日
、
池
島
公

園
で
催
さ
れ
、
数
千
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
秋
風
も
冷
た
い
曇

り
空
に
も
関
わ
ら
ず
、
至
る
所

に
出
会
い
と
交
流
の
花
が
咲

き
、
会
場
は
庶
民
の
息い

吹ぶ
き

で
溢

れ
返
り
ま
し
た
。
主
催
は
池
島

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
海
の

子
学
園
池
島
寮
。
三
十
回
目
。

海
の
子
学
園
池
島
寮
の
子
供

た
ち
に
よ
る
南な

ん

中ち
ゅ

ソう

ー
ラ
ン
で

朝
十
時
オ
ー
プ
ン
。
開
会
式
で

は
貴き

田だ

実
行
委
員
長
が

地
域

の
人
た
ち
が
精
魂
込
め
て
準
備

し
た

、
池
島
小
・
西
川
校
長

が

大
人
に
な
っ
て
も

や
っ

ぱ
り
え
え
街
や

と
戻
っ
て
来

れ
る
地
域
に

と
挨
拶
。
舞
台

で
は
池
島
地
区
の
保
育
園
、
小

学
校
、
子
供
会
な
ど
が
歌
や
踊

り
な
ど
を
次
々
と
披
露
。
模
擬

店
や
バ
ザ
ー
、
ミ
ニ

、
紙

芝
居
、
木
工
教
室
、
藁わ

ら

草ぞ

履う
り

づ

く
り
、
人
形
劇
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

★
準
備
・
片
付
け
も
大
変

娘
（
中
二
）
と
あ
お
ぞ
ら
第

一
学
童
保
育
所
の
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
て
い
た
古
川
卓
也
さ
ん

（
八
幡
屋
）
は

息
子
（
高
一
）

が
佐さ

空
会
の
空
手
演
武
に
出
演

し
ま
す
。
と
に
か
く
人
が
集
ま

っ
て
楽
し
い
催
し
。
準
備
も
大

変
で
し
ょ
う
。
こ
の
ラ
ー
メ
ン

は
妻
ら
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

実
行
委
員
の
鈴
木
忠
義
さ
ん

（
池
島
）
は

朝
六
時
か
ら
電

気
・
音
響
な
ど
を
準
備
し
、
開

催
中
は
自
転
車
整
理
や
清
掃
、

終
了
後
は
片
付
け
な
ど
で
夕
方

六
時
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
規
模
で
や
れ
る
の
は
池
島
地

区
一
体
の
取
り
組
み
だ
か
ら
。

毎
年
大
変
で
す
が
、
地
域
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
思

う
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今年も人、人、人で埋まった 第 回池島ふ
れあいまつり 会場 月 日、池島公園

初
の
試
み
が
大
好
評

街
の
活
性
化
へ
期
待

交
通
法
規
を
守
っ
て
歩
道
を

走
る
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し

大
阪

ご
ち
そ
う
マ
ラ
ソ
ン

が
十
一

月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
が
主
催
。
大
阪
市

な
ど
が
後
援
。

主
会
場
の
八
幡
屋
商
店
街
で

は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
正
午
過

ぎ
、
三
百
三
十
八
選
手
が
十
数

組
に
分
か
れ
、

全
員
完
走
す

る
ぞ
！

と
気
勢
を
上
げ
て
出

発
。
築
港
地
区
か
ら
渡
し
船
で

此
花
区
へ
渡
り
、
春
日
出
、
九

条
、
繁
栄
の
各
商
店
街
な
ど
を

経
て
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
ま
で
約

二
十
四

の
コ
ー
ス
を
制
限
時

間
四
時
間
で
走
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、
観

光
施
設
を
眺
め
、
た
こ
焼
き
な

ど
を
食
べ
な
が
ら
の
ん
び
り
非

計
時
で
走
っ
た
こ
と
。
各
選
手

の
ゼ
ッ
ケ
ン
に
は

商
店

街

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
二
百
人
が
信
号
案

内
な
ど
に
活
躍
し
ま
し
た
。

◆

父
の
た
め
に
！

堺
市
か
ら
参
加
し
た
松
田
サ

ト
美
さ
ん
は
、
本
紙
前
号
で
、

石
綿
禍か

で
亡
く
な
っ
た
父
・
中

田
鉄
夫
さ
ん
（
八
幡
屋
）
の
死

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
国
や

企
業
の
責
任
を
問
う
提
言
を
し

た
女
性
。
息
子
の
力ち

か

さら

ん
と
共

に
、
泉
南
訴
訟
の
早
期
和
解
を

国
に
求
め
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
背

に
、

父
の
た
め
に
走
り
ま

す
！

と
出
発
し
ま
し
た
。

約
二
時
間
か
け
て
三
人
一
緒

に
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
木
戸

国
弘
さ
ん

（
八
幡
屋
）
は

百
キ
ロ
ラ
ン
に
も
出
る

鉄

人

。

気
持
ち
良
く
走
れ
、

補
給
食
は
み
な
旨う

ま

か
っ
た

。

事
務
局
と
し
て
準
備
を
担に

な

っ

て
き
た
伊
藤
雄
二
さ
ん
は

参

加
者
に
は
気
持
ち
良
く
走
っ
て

も
ら
え
、
見
る
人
に
は
不
況
の

中
で
も
街
の
活
気
や
商
店
街
の

心
意
気
を
感
じ
て
も
ら
え
た
の

で
は
。
大
変
で
し
た
が
来
年
以

降
も
続
け
て
い
き
た
い

と
話

し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
完
走

者
は
三
百
三
十
六
人
で
し
た
。

父
の
た
め
に
！

と
石
綿
問

題
の
解
決
を
求
め
る
ゼ
ッ
ケ
ン

を
背
に
走
っ
た
松
田
さ
ん
母
子

■
放
置
自
転
車
禁
止
シ
ー
ト
を

路
面
に

港
区
内
の
児
童
が
描

い
た
絵
を
図
柄
に
し
た

放
置

自
転
車
禁
止
路
面
シ
ー
ト

が

十
一
月
十
日
、

弁
天
町
駅

前
の
路
上
に
貼
り
付
け
ら
れ

た
。
大
阪
市
は

子
供
が
描か

い

た
絵
の
上
に
は
停と

め
に
く
い

効
果
を
期
待
し
、
区
内
の
小
学

四

六
年
生
を
対
象
に
夏
休
み

の
宿
題
と
し
て
絵
画
を
募
集
。

約
三
百
点
か
ら
百
点
を
選
ん
で

シ
ー
ト
を
作
製
。
同
駅
と
朝
潮

橋
駅
周
辺
に
九
十
七
枚
を
貼
り

付
け
、
こ
の
日
は
そ
の
最
終
デ

モ
作
業
だ
っ
た
。
平
松
市
長
、

田
端
区
長
、
港
区
民
生
委
員
協

議
会
・
大
西
会
長
ら
が
出
席

し
、
優
秀
三
作
品
を
描
い
た
児

童
を
表
彰
。
こ
れ
ら
三
点
を
使

っ
た
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
た

写
真
。
最
優
秀
賞
・
松
坂
優ゆ

里り

奈
さ
ん（
田
中
小
六
年
）の
作
品

に
は
車
椅い

子す

利
用
者
が
放
置
自

転
車
に
行
く
手
を
塞ふ

さ

が
れ
困
っ

て
い
る
様
子
が
見
事
な
構
成
で

描
か
れ
、優
秀
賞
三
好
美み

羽う

さ

ん（
池
島
小
六
年
）の
作
品
は

お
く
な
！

な

ど
の
迫
力
あ
る
呼
び
か
け
言
葉

が
、
同
じ
く
優
秀
賞
・
鈴
木り

龍ゅ
う

雅が

君
（
築
港
小
四
年
）
の
作
品

は
放
置
自
転
車
が
泣
く
漫
画
的

な
タ
ッ
チ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

■
田
中
１
東
町
会
が
啓
発

自

転
車
放
置
を
少
し
で
も
解
消
し

よ
う
と
市
民
協
働
の
啓
発
活
動

が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
環
と
し
て
十
一
月
十
二
日
、

田
中
一
丁
目
東
町
会
（
木
村
良

雄
会
長
）
が
呼
び
か
け
、
港
警

察
署
・
建
設
局
西
工
営
所
・
港

区
役
所
が
協
力
す
る
形
で
啓
発

活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
会
員
ら

十
数
人
が
一
時
間
か
け
て
町
内

を
巡
回
し
、
約
五
十
台
の
放
置

自
転
車
に

そ
こ
違
う

自
転

車
置
く
場
所
違
う
ね
ん
と
呼

び
か
け
る
会え

符ふ

を
取
り
付
け
、

前
籠か

ご

に
は
啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

入
れ
た

写
真
。
会
員
の
一
人

は

気
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た

が
一
人
で
は
で
き
ず
、
皆
で
や

れ
て
よ
か
っ
た
。港
区
役
所
市

民
協
働
担
当
小し

ょ

路う
じ

課
長
は
こ

う
し
て
地
域
か
ら
啓
発
し
て
頂

く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で

す

。
木
村
会
長
は

こ
う
い

う
活
動
を
地
道
に
続
け
る
こ
と

が
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
。
放
置

自
転
車
対
策
で
は
緑
地
帯
を
取

り
払
っ
て
公
認
の
駐
輪
場
を
地

域
ご
と
に
造
る
こ
と
が
根
本
解

決
に
繋
が
る
の
で
は
。
行
政
は

そ
う
い
う
所
に
こ
そ
税
金
を
使

っ
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
た
。

■
あ
ゆ
み
バ
ザ
ー
盛
況

住

み
慣
れ
た
こ
の
街
で
安
心
し
て

暮
ら
し
た
い

と
い
う
障
害
者

の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
毎

秋
行
な
わ
れ
て
い
る

あ
ゆ
み

福
祉
バ
ザ
ー

が
今
年
も
賑
わ

っ
た

写
真
。
主
催
は

法
人
大
阪
港
あ
ゆ
み
福
祉
会
が

運
営
す
る

生
活
介
護
・
あ
ゆ

み
作
業
所

（
築
港
３
）
。
同

所
の
庭
に
は
区
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
日
用
品
な
ど
が
並
べ
ら

れ
、
次
々
と
売
れ
た
。
茶
碗
や

衣
類
を
買
っ
た
五
十
代
男
性

（
池
島
）は

障
害
者
福
祉
に
は

行
政
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が

不
充
分
。
市
民
と
し
て
で
き
る

の
は
こ
う
い
う
形
で
の
支
援
で

す
と
話
し
て
い
た
。同
所
は
後

日
発
行
し
た
文
書
で
、
約
二
十

三
万
円
の
バ
ザ
ー
収
入
が
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
。
障
害
者
の
自

立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
や
豊
か

な
地
域
生
活
支
援
事
業
の
充
実

の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す

と
感
謝
を
表
明
し

た
。
六
五
七
二

〇
七
一
四
。

■
ハ
ピ
ネ
ス
が
木
製
玩が

ん

具ぐ

お
く

る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ハ
ピ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ

が
、

港
区
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ

（
磯
路
２
）
に
木
製
玩
具
を
寄

贈
し
、
十
一
月
二
十
八
日
、
月

例
の

ふ
れ
あ
い
喫
茶

の
中

で
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
た

写

真
（
左
か
ら
２
人
目
が
糸
道
子

代
表
、
そ
の
右
が
村
田
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
。
玩
具
は
同
グ
ル
ー
プ

が
続
け
て
き
た
ア
ル
ミ
缶
・
プ

ル
ト
ッ
プ
回
収
に
よ
る
収
入
で

購
入
し
た
も
の
で
、
森
の
汽
車

ポ
ッ
ポ
な
ど
三
点
。受
け
取
っ

た
同
プ
ラ
ザ
の
村
田
芳
文
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は

使
う
ほ
ど
に
温
か

み
の
出
る
木
製
玩
具
は
子
ど
も

た
ち
の
素
晴
ら
し
い
遊
び
相
手

に
な
る
で
し
ょ
う
。
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す

と
話
し
て
い

た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
平
成
十
二

年
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

を
対
象
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
。

毎
月
第
四
日
曜
日
の

ふ
れ
あ

い
喫
茶
ハ
ッ
ピ
ー

を
中
心
に

様
々
な
活
動
を
展
開
。

六
五

七
三

〇
六
一
五
糸
代
表
。

■
花
づ
く
り
受
賞
相
次
ぐ

港

区
民
の
花
づ
く
り
活
動
が
今
年

も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
ま
ず

第
二
十
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
（
農
水
省
・
国

交
省
提
唱
、
十
月
二
十
二
日
表

彰
）
で
は

花
く
ら
ぶ
コ
マ
ク

サ

（
松
島
恭き

ょ

子う
こ

代
表
）
が
花

の
ま
ち
づ
く
り
特
別
賞（
団
体
）

に
選
ば
れ
た
。
第
十
六
、
十
九

回
で
の
優
秀
賞
に
続
き
三
回
目

の
栄
冠
。
コ
マ
ク
サ
は
一
九
九

〇
年
に
発
足
。
現
在
は
福
崎
住

吉
神
社
（
福
崎
１
）
を
拠
点
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
。

学
校
・
施
設
・
企
業
と
一
体
で

行
な
う
花
苗
・
花
壇
づ
く
り
な

ど
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
一
方
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン

ク
ロ
ス
タ
ワ
ー
（
弁
天
）

の
住
民
か
ら
成
る

ク
ロ
ス
ガ

ー
デ
ン
同
好
会

（
岩
間
ゆ
り

か
リ
ー
ダ
ー
）
は
全
国
花
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
努
力

賞（
若
葉
賞
）に
輝
く
と
共
に
、

第
十
四
回
大
阪
府
花
と
緑
の
街

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル（
大
阪
府

公
園

都
市
緑
化
協
会
主
催
、

十
月
十
七
日
表
彰
）で
も
入
賞
。

同
会
は
港
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

港
区
花

み
ど
り
友
の
会

第
十
二
班
と

し
て
活
動
。環
境
へ
の
配
慮（

落
葉
樹
か
ら
常
緑
樹
へ
の
変
更

卵
の
空
き
ケ
ー
ス
を
利
用
し

た
育
苗ひ

ょ

なう

ど
）
や
港
消
防
署
な

ど
周
辺
に
も
広
げ
た
活
動
が
評

価
さ
れ
た
。

八
幡
屋
商
店
街
を
ス
タ
ー
ト
す

る
第
１
グ
ル
ー
プ
の
ラ
ン
ナ
ー


